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1 MPR生産計画（月単位）とは
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内示生産計画とは、見込み生産（内示）のことです。現在の受注数 / 製造数 / 在庫数 を確認し、生産計
画を立てることができます。

① 表示範囲

(1)期間内にオーダーがある製品… 集計期間にオーダーがある製品を確認できます
(2)期間内に増減数がある製品… 集計期間に数量に増減ある製品を確認できます
(3)在庫管理する製品を検索… 製品マスタで在庫管理に がある品番のみを表示します
(4)内示データから取り込み… CSVデータを取り込み、製造数を調整しながら、製造オーダーを
           作成できます

②表示開始月
設定した日付から1年間リストに表示されます。

③リスト表示
現在のオーダー状況が表示されます。

①

②
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2 MRP生産計画の流れ
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MRP生産計画で表示された製品をダブルクリックすることで、「計画編集モード」画面が起動します。

① 現在の受注状況を月ごとに表示します。

② 予定の製造数 / 納品数 / 納期 を入力することができます。

③ 日ごとに表示した現在のオーダー状況を表示します。

①

②
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3 MRP生産計画の集計方法

4CiPS FACTORY  -  【オプション】内示生産計画

主に受注数と製造数を確認し、現在のオーダー状況を把握する際に使用します。

(1) 期間内にオーダー情報がある製品

主に受注数と製造数を確認し、数量の増減状況を把握する際に使用します。

(2) 期間内に増減数がある製品
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製品マスタで、在庫管理している品番に対して有効となります。

現在のオーダー状況や、昨年の実績と在庫の変動を比較して見込み生産を行います。

(3) 在庫管理する製品を検索

比較する

比較した後、在庫数を増やすと判断した場合は、製造計画数の欄に値を手入力し、「適用」をクリック
します。
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内示データの受注数、現在仕掛かっている製造数、在庫数の3つを比較して、見込み生産を行います。

(4) 内示データから取り込み

① 客先を指定します。

② 赤枠で囲ったリスト内に、CSV形式のデータをドラック&ドロップします。

CSV形式のデータに合わせて、列番号を設定し、「[F3]取込み実行」することで、MRP生産計画のリス
トに自動的に納品数、在庫数が入力されます。

※MRP生産計画画面以外に、「内示生産計画（日単位）」画面でも同じようにドラッグ＆ドロップで
CSV形式のデータを取り込むことができます。



4 MRP生産計画のその他の機能
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製造数を調整するには、「手動で行う方法」と「自動で行う方法」があります。

手動で行う方法は、「計画編集モード」画面で手入力で製造数を入れるものです。

自動で行う方法は、「自動製造数確定」を使用します。
手順は、以下の通りです。

※ 自動で製造数を割り振る場合、納品数が0では割り振りできないため、
納品数がある状態で行ってください。

MRP製造計画画面の「自動製造数確定」をクリック
すると、左図が表示されます。

製造納期を確定する日程範囲を設定できます。
デフォルトは、本日から2ヶ月後までが日程範囲と
なっています。

製造確定パラメータでは、製造数にプラス何％を製造
するかを設定することができます。

自動製造確定画面で設定した値が反映され、自動で製
造数が割り当てられます。

※納品がある月にのみ製造数が入力されます。
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集計方法の(1)～(4)の方法で生産計画を行った後、製造指示を掛けます。
ここでは、オーダー入力を行わず、直接進捗ファイルが作成できるため、オーダー入力する手間を省く
ことができます。

※ MRP生産計画同様、内示生産計画画面でも、製造オーダーを作成することができます。

生産計画を行った後、製造指示書を発行するには…

「製造オーダー作成」をクリックし、オーダーを作
成します。
製造数に数量が入っている品番の件数が表記されま
す。

オーダーにグループNoをつけることができます。
「[F3]作成実行」 をクリックして登録します。

「製造オーダー作成」をクリックすることで、自動的に受注数0、製造数〇〇の状態で受注登録されます。

製造オーダー作成をした場合、その製品のオーダーNO1に、「見込生産」と入力されます。



5 内示生産計画（日単位）
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内示生産管理は、内示生産（月単位）と（日単位）の2種類があります。

内示のCSVデータを取り込み、現在のオーダー状況と在庫状況から製造計画を作成し、オーダーとして
登録します。

5-1.内示生産の概念
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メーカー名を選択し、内示生産用のCSVファイルをドラッグアンドドロップして取り込みます。

5-2.CSVファイルのインポート

CSVファイルを読み込むと、内示取込み開始日設定の画面が表示されます。
期間を指定して「[F3]実行」をします。

通常のCSVインポートと同様に、取込み開始行と

列番号設定を行い、[F3]取込み実行 をクリックします。

※列番号設定はメーカー単位で自動保存されます。
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取込みが完了すると、現在の在庫数と参照して日単位の内示生産計画が表示されます。

内示数 ：取り込んだCSVの内示数

納品数 ：現在登録されているオーダーの受注数を客先別に表示

製造数 ：現在登録されているオーダーの製造数を客先別に表示

製造指示：現在のオーダーに対して、製造指示をする個数を入力

増加数 ：オーダーでの在庫数の変動が＋－個数で表示

在庫数 ：差引き後の在庫数が表示

製造指示数を手動入力する場合は、該当の行をダブルクリックして編集画面から行います。

取り込んだ2ヶ月間の各合計が
表示されています。

内示数が1に対して在庫数が足りない為、
製造指示数を入力して追加します。

内示数1に対して製造指示数1にしたので、
在庫数が差引されて0になりました。
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製造指示数を自動で割り振ることができます。赤枠の「自動製造指示数確定」をクリックします。

自動製造指示数確定とは

● 製造指定日を範囲指定する ● 在庫不足日から製造確定

自動製造数確定をする日付の範囲指定を行います。

「製造確定日を範囲指定する」

期間を手動で設定して、その期間内の内示数と同じ個数を製造指示します。

「在庫不足日から製造確定」

在庫が不足する日付から〇日間分の内示数と同じ個数を製造指示します。
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製造指示を入力したオーダーに対して、製造オーダーの作成を行います。

製造オーダー作成とは

製造指示をする全オーダーに対して、

同じグループNoで登録することができます。

オーダーの登録が完了したので、製造開始処理を行います。
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